
零
本
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
小
考

杉

本

和

寛

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』（
個
人
蔵
）
は
、
六
巻
六
冊
の
一

之
巻
の
み
、
そ
れ
も
半
ば
が
剥
ぎ
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
で
残
存
す
る
零
本
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
残
骸
に
等
し
い
状
態
の
本
に
よ
り
、
西
沢
一
風
の

作
品
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
従
来
改
題
名
『
役
者
小
夜

衣
』（
享
保
二
年
﹇
一
七
一
七
﹈
刊
）
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
作
品
の
原

題
名
が
、
こ
の
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
ふ
ま
え
、
以
下
に
お
い
て
こ
の
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
二
、
三
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』（
改
題
本
『
役
者
小
夜
衣
』）
は
、
既
に
亡
く
な
っ
た
初

代
中
村
七
三
郎
お
よ
び
二
代
目
嵐
三
右
衛
門
の
妻
・
妾
が
尼
と
な
り
、
各
々
の

相
手
に
今
一
目
会
い
た
さ
に
地
獄
に
向
か
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。地
獄
で
は
、

亡
人
と
な
っ
た
役
者
た
ち
に
よ
る
芝
居
の
興
行
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
二

人
の
尼
や
遊
女
の
亡
人
た
ち
が
、
閻
魔
大
王
お
よ
び
皇
后
の
囚
わ
れ
人
に
な
っ

た
こ
と
に
端
を
発
し
、
さ
ら
に
は
葬
頭
川
の
姥
御
前
の
大
王
に
対
す
る
嫉
妬
・

恨
み
も
絡
み
、
七
三
郎
・
三
右
衛
門
指
揮
の
下
に
、
役
者
た
ち
が
得
意
の
武
者

な
ど
に
配
役
さ
れ
、
大
王
や
鬼
達
へ
の
謀
反
を
起
こ
す
。
蜂
起
軍
優
勢
の
中
、

釈
尊
に
使
わ
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
の
取
り
な
し
で
事
な
き
を
得
、
心
を
入
れ
替
え

た
閻
魔
大
王
は
元
の
務
め
に
戻
り
、
役
者
達
は
極
楽
に
向
か
う
。
最
後
に
二
人

の
尼
が
娑
婆
世
界
に
帰
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
こ
と
は
全
て
夢
の
中
の
出
来

事
で
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

本
作
品
で
は
、
初
代
中
村
七
三
郎
一
周
忌
追
善
の
当
て
込
み
や
、
数
多
く
の

物
故
役
者
達
の
配
役
と
い
う
趣
向
、
さ
ら
に
は
、
先
行
作
品
で
あ
る『
小
夜
嵐
』

に
倣
っ
た
地
獄
で
の
亡
人
の
武
者
達
と
閻
魔
大
王
・
鬼
の
合
戦
と
い
う
構
想
が

柱
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
上
で
、
作

品
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
歌
舞
伎
の
利
用
・『
小
夜
嵐
』
の
利
用
と
い
う
点
か
ら

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（

）
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一

『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
の
書
誌
・
作
者
・
刊
年
な
ど

ま
ず
は
、『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
を

お
こ
な
っ
て
お
く
。

表

紙

薄
茶
色
無
地
（
原
表
紙
か
）。
縦
十
二
・
八
糎
横
十
八
・
五
糎
。

本

文

四
周
単
辺
。
縦
十
・
六
糎
横
十
六
・
五
糎
。
半
丁
十
五
行
毎
行
十
八

字
前
後
。

構

成

一
之
巻
（
序
一
丁
「
一
」、
目
録
一
丁
「
二
」、
本
文
﹇
推
定
﹈
十
八

丁
「
三
｜
六
」﹇
以
下
丁
付
破
損
﹈）。

挿

絵

六
ウ
（
本
来
、
次
丁
オ
と
見
開
か
）、
12
丁
目
ウ
13
丁
目
オ
（
見
開
）、

17
丁
目
ウ
18
丁
目
オ
（
見
開
）。

題

な
し
。

序

題

好かう
色しよく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ふ
記き
」。

目
録
題

好かう
色しやく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ぶ
記き
」。

内

題

好かう
色しよく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ぶ
記き
」。

尾

題

好
色
ゑ
ん
ま
か
ぶ
き
﹇
以
下
破
損
﹈」。

板

心

ゑ
ん
ま

巻
一

（
丁
数
）」。

句

読

残
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
全
て
「
・
」。

序

記

宝
永
六
吉
日

○
冥
途
通
之
男
╱
西
澤
氏
某
」。

画

者

未
詳
。

先
に
触
れ
た
『
役
者
小
夜
衣
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ア
ス
ト
ン
文
庫
所
蔵
）

に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
強
氏
、
林
望
氏
に
よ
る
報
告
が
備

一
）

わ
る
。
そ
れ
ら
と
こ

の
零
本
か
ら
併
せ
て
考
え
る
と
、『
役
者
小
夜
衣
』
は
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
三

〜
六
之
巻
の
目
録
題
・
章
題
・
尾
題
・
板
心
を
改
め
、
三
・
四
之
巻
を
中
之
巻
、

五
・
六
之
巻
を
下
之
巻
と
し
た
も
の
が
、
現
在
残
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
氏
が
『
役
者
小
夜
衣
』
の
作
風
・
板
式
な
ど
か

ら
西
沢
一
風
で
あ
る
こ
と
を
推

二
）

測
し
、
さ
ら
に
は
井
上
和
人
氏
も
連
声
表
記
や

用
字
の
特
徴
か
ら
一
風
作
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
き

三
）

た
が
、
序
文
の
署
名
に

よ
り
そ
の
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。

刊
年
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
長
谷
川
氏
が
『
役
者
小
夜
衣
』
に
お
け
る
染
川

十
郎
兵
衛
、
坂
田
藤
十
郎
の
生
没
に
関
す
る
記
述
か
ら
宝
永
六
年﹇
一
七
〇
九
﹈

前
半
と
推
定
し

四
）

た
が
、
本
書
の
序
記
に
よ
り
宝
永
六
年
、
さ
ら
に
は
本
文
中
の

二
人
の
尼
の
会
話
か
ら
春
頃
の
刊
行
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
長
谷
川
氏
は
、
板
式
・
挿
絵
画
風
よ
り
板
元
を
菊
屋
七
郎
兵
衛
と

五
）

推
定
、

確
証
は
な
い
も
の
の
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
の
菊
屋
の
出
板
予
告
・
既

刊
広
告
等
に
お
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
の
名
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
急
な
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
刊
行
後
何
ら
か
の
ト

ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

改
題
改
編
本
『
役
者
小
夜
衣
』
の
板
元
で
あ
る
油
屋
平
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、

そ
の
屋
号
・
所
付
け
か
ら
、
一
風
作
『
御
前
義
経
記
』（
元
禄
十
三
年
﹇
一
七
〇

〇
﹈
刊
）・『
寛
濶
曽
我
物
語
』（
元
禄
十
四
年
刊
）
の
板
元
の
一
つ
油
屋
与
兵
衛

と
の
関
連
が
想
定
さ

六
）

れ
る
。
宝
永
四
年
に
は
『
和
州
諸
将
軍
伝
』
を
油
屋
与
兵

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要

第
38
集
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衛
と
共
に
刊
行
し
て

七
）

お
り
、
一
風
｜
油
屋
与
兵
衛
｜
油
屋
平
右
衛
門
と
い
う
筋

で
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
り
、
改
題
再
印
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。

二

二
人
の
尼
の
設
定
お
よ
び
歌
舞
伎
利
用

本
作
が
、
刊
行
の
前
年
宝
永
五
年
二
月
四
日
に
没
し
た
、
初
代
中
村
七
三
郎

の
一
周
忌
を
当
て
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
尼
の
一
人
が
、

み
づ
か
ら
は
江
戸
役
者
中
村
七
三
郎
が
思
ひ
も
の
。
つ
ま
の
七
三
郎
は
過

つ
る
春
世
を
さ
り
給
ひ
ぬ
。
我
も
友
に
と
な
げ
き
し
が
。
一
つ
家
に
さ
ゑ
ら

れ
お
し
か
ら
ぬ
命
を
な
が
ら
ゑ
。
せ
め
て
御
跡
を
と
む
ら
い
ま
い
ら
せ
ん

と
か
ゝ
る
姿
と
也
。
な
じ
み
の
里
を
し
の
び
出
是
ま
て
ま
よ
ひ
来
り
ぬ
。

と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
も

う
一
人
の
尼
が
嵐
三
右
衛
門
の
妾
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
こ
と
は
興
味

深
い
。我

も
お
な
じ
恋
衣
き
つ
ゝ
な
れ
に
し
つ
ま
こ
そ
は
。
お
よ
そ
三
ケ
の
津
に

か
く
れ
な
き
嵐
三
右
衛
門
と
て
。草
も
木
も
ふ
く
に
な
び
か
ぬ
人
も
な
く
。

又
有
間
敷
諸
芸
の
達
人
。
ぬ
し
有
袖
と
し
り
な
が
ら
。
人
め
し
の
ぶ
の
通

路
に
も
る
人
も
な
き
し
の
び
づ
ま
。
お
な
い
ぎ
様
が
二
世
な
れ
ば
我
は
三

世
の
諸
仏
を
か
け
。
か
は
る
な
か
は
る
ま
ひ
と
。
よ
い
中
た
へ
て
つ
ゐ
に

行
無
。
情
の
あ
ら
し
と
成
給
ひ
ぬ
。
め
い
ど
か
う
せ
ん
の
旅
に
只
ひ
と
り
。

あ
ゆ
み
な
ら
わ
ぬ
死
出
の
道
。
手
に
手
を
取
て
ゆ
か
ん
こ
と
を
な
げ
き
し

に
。
ま
ゝ
な
ら
ぬ
世
に
ぜ
ひ
な
く
。
ひ
と
り
の
母
の
な
げ
き
に
ま
よ
ひ
。

か
は
せ
し
む
つ
言
の
あ
だ
成
け
る
も
か
な
し
。
か
ゝ
る
す
が
た
と
な
る
か

ら
は
行
つ
き
し
だ
い
な
り
し
だ
い
。
野
に
ふ
し
山
を
す
み
か
と
し
。
此
五

と
せ
の
春
を
く
ら
し
今
爰
に
き
た
り
。（
傍
線
筆
者
）

と
あ
り
、三
右
衛
門
の
死
後
一
人
の
母
に
ひ
か
れ
て
後
を
追
う
こ
と
も
で
き
ず
、

や
が
て
尼
と
な
っ
て
諸
方
を
さ
ま
よ
う
こ
と
五
年
目
を
迎
え
た
の
が
こ
の
宝
永

六
年
の
春
と
い
う
設
定
で
あ
る
か
ら
、
元
禄
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
に
亡
く

な
っ
た
、
二
代
目
嵐
三
右
衛
門
の
思
わ
れ
人
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
七

三
郎
の
尼
と
「
我
も
お
な
じ
恋
衣
」
と
し
な
が
ら
も
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
ぬ

し
有
袖
と
し
り
な
が
ら
。人
め
し
の
ぶ
の
通
路
に
も
る
人
も
な
き
し
の
び
づ
ま
。

お
な
い
ぎ
様
が
二
世
な
れ
ば
我
は
三
世
の
諸
仏
を
か
け
」
と
、
妻
で
は
な
い
立

場
を
強
調
す
る
の
は
、
二
代
目
三
右
衛
門
の
妻
い
ち
の
存
在
が
、
芝
居
関
係
者

の
間
で
は
勿
論
、
一
般
の
読
者
に
も
、
三
右
衛
門
追
善
の『
嵐

八
）

都
土
』（
元
禄
十

四
年
刊
、
菊
屋
七
郎
兵
衛
板
）
な
ど
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て

お
り
、
読
者
に
と
っ
て
は
現
実
味
を
帯
び
た
人
物
設
定
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
近
年
亡
く
な
っ
た
劇
界
を
代
表
す
る
看
板
役
者
の
思
わ
れ
人
を
尼

に
な
し
、
亡
き
人
へ
の
思
い
か
ら
夢
中
に
お
い
て
地
獄
へ
と
誘
わ
れ
て
行
く
と

い
う
構
成
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
嵐
三
右
衛
門
と
い
う
名
に
は
、
今
ひ
と
つ
初
代

へ
の
イ
メ
ー
ジ
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の

趣
向
は
元
禄
十
一
年
刊
『
小
夜
嵐
』
に
大
き
く
依
っ
て
お
り
、
序
文
で
そ
の
こ

と
を
謳
う
と
と
も
に
、
一
之
巻
目
録
に
お
い
て
は
「
新
小
夜
嵐
」
で
あ
る
こ
と

を
標
榜
し
て
い
る
。
初
代
三
右
衛
門
が
丸
小
か
ら
嵐
に
改
名
す
る
契
機
と
な
っ

零
本
『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
小
考

（

）
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た
と
い
う
狂
言
名
『
小

九
）

夜
嵐
』
か
ら
連
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
演
目
の

中
身
に
関
係
な
く「
小
夜
嵐
物
」、
つ
ま
り
地
獄
で
の
合
戦
物
に
読
者
を
誘
い
込

む
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
を
喚
起
す
る
嵐
三
右
衛
門
と
い
う
名
前
は
、

一
周
忌
へ
の
当
て
込
み
が
見
ら
れ
る
七
三
郎
と
い
う
名
前
と
は
、
異
な
っ
た
機

能
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。『
役
者
小
夜
衣
』
中
之
巻
（『
好
色
閻
魔
哥
舞
記
』
で

は
四
之
巻
に
相
当
）
に
お
け
る
役
者
の
中
に
、「
祖
父
嵐
三
右
衛
門
」（
初
代
）

と
「
親
嵐
三
右
衛
門
」（
二
代
目
）
の
両
者
の
名
が
挙
が
る
の
も
、
二
代
続
い
て

の
名
優
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、「
小
夜
嵐
物
」と
い
う
全
体
の
構
成
に
関
わ
る
設

定
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
四
之
巻
（『
役
者
小
夜
衣
』
中
之
巻
）
に
お
い
て
、
地
獄
に
落
ち
た
亡
人

の
役
者
達
五
十
名
を
、
源
平
の
武
者
を
は
じ
め
と
す
る
軍
記
物
の
登
場
人
物
に

配
し
、
七
三
郎
・
三
右
衛
門
の
作
戦
に
則
り
、
閻
魔
大
王
率
い
る
地
獄
軍
に
戦

い
を
挑
む
と
い
う
の
が
、
本
作
に
お
け
る
大
き
な
趣
向
の
一
つ
で
あ
る
。
既
に

井
上
氏
の
詳
細
な
調
査
・
分
析
に
よ
り
、
そ
の
配
役
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

な
傾
向
が
指
摘
さ
れ

一
〇
）

て
い
る
。

⑴

立
役
・
敵
役
に
つ
い
て
は
、
存
生
時
の
当
た
り
役
と
地
獄
で
の
配
役
の
一

致
を
確
認
で
き
る
者
、
あ
る
い
は
そ
の
役
を
演
じ
た
可
能
性
が
大
き
い
者
が

多
く
、
ま
た
芸
風
へ
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
お
り
、
当
該
役
者
生
前
の
役
柄
に

忠
実
な
記
述
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

⑵

女
方
・
若
衆
方
・
道
外
方
等
に
お
い
て
は
、
実
際
の
舞
台
で
役
柄
上
武
者

役
を
演
じ
た
可
能
性
は
低
く
、
あ
る
程
度
便
宜
的
な
配
役
で
あ
る
が
、
役
者

の
芸
風
に
配
慮
し
た
記
述
も
見
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
読
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
。

こ
の
四
の
巻
に
類
似
の
趣
向
と
し
て
、
一
之
巻
の
二
で
は
、
地
獄
の
大
赦
の

期
間
の
う
ち
二
月
十
五
日
一
日
限
り
の
芝
居
興
行
を
賽
の
河
原
で
行
な
う
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
演
目
や
配
役
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
破
損
が

激
し
く
、
残
さ
れ
た
部
分
か
ら
想
像
を
広
げ
る
し
か
な
い
が
、
七
三
郎
・
三
右

衛
門
を
特
筆
し
た
上
で
、
地
獄
故
に
亡
人
と
な
っ
た
あ
ま
た
の
役
者
を
抱
え
て

お
り
、
娑
婆
世
界
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
配
役
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
実
際
に
生
前
に
演
じ
た
役
柄
に
つ
い

て
は
「
し
や
ば
も
め
い
ど
も
同
役
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
て
お
り
、
こ
の
点
、

四
之
巻
に
お
け
る
配
役
傾
向
と
は
異
な
っ
た
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。演

目
は
、
第
一
が
「
樽
屋
」
と
見
え
、「
樽
屋
お
せ
ん
」
に
関
す
る
も
の
か
。

第
三
で
は「
今
市
善
右
」「
み
の
や
平
左
衛
門
」の
役
名
が
見
え
、
元
禄
八
年﹇
一

六
九
五
﹈
十
二
月
大
坂
岩
井
半
四
郎
座
に
お
け
る
三
勝
・
半
七
物
『
心
中
茜
の

色
揚
』
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、「
み
の
や
平
左
衛
門
」
を
演
じ
て
「
し
や

ば
も
め
い
ど
も
同
役
」
と
さ
れ
る
の
は
、
座
本
で
あ
る
二
代
目
半
四
郎
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
第
四
は
「
雁
金
文
七
」
物
で
、「
し
や
ば
も
め
い
ど
も
同
役
」
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
七
を
勤
め
る
立
役
の
「
染
川
（
以
下
破
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
は
七
三
郎
同
様
前
年
に
亡
く
な
っ
た
十
郎
兵
衛
）」で
あ
り
、
元
禄
十

五
年
大
坂
松
本
名
左
衛
門
座
に
お
け
る
文
七
役
が
想
定

一
一
）

さ
れ
る
。
大
切
の
前
に

は
「
曽
根
崎
心
中
」
物
が
置
か
れ
、
油
屋
九
平
次
に
配
さ
れ
て
い
る
の
は
敵
役

（

）
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小
野
山
宇
治
右
衛
門
か
。
こ
の
後
、
二
之
巻
に
お
い
て
上
演
場
面
が
描
写
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

筋
の
展
開
と
し
て
は
、
随
黄
・
雷
天
の
二
鬼
が
思
い
を
寄
せ
た
二
人
の
尼
が
、

閻
魔
大
王
の
恋
慕
の
対
象
と
な
り
、
生
前
名
高
い
遊
女
で
あ
っ
た
亡
人
達
と
と

も
に
、
そ
の
側
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
獄
の
騒
動
が
勃
発
す
る
こ
と
に

な
る
。

三

『
小
夜
嵐
』
の
利
用

何
度
か
触
れ
た
よ
う
に
、
本
作
品
の
構
想
は
元
禄
十
一
年
刊
『
小
夜
嵐
』
に

大
き
く
依
っ
て
お
り
、
自
ら
「
新
小
夜
嵐
」
を
標
榜
し
て
い
る
。

『
小
夜
嵐
』で
は
、
閻
魔
大
王
の
慈
悲
に
よ
り
、
釈
迦
入
滅
後
二
千
五
百
年
忌

に
あ
た
り
、
涅
槃
（
二
月
十
五
日
）
の
前
後
十
五
日
間
の
大
赦
が
行
な
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
地
獄
に
落
ち
た
源
平
の
武
将
達
を
中
心
に
、
閻
魔
王
を
は
じ
め
と
す

る
地
獄
の
諸
王
を
攻
め
る
戦
い
が
始
ま
り
、
閻
魔
達
は
追
い
詰
め
ら
れ
る
が
、

釈
尊
・
弥
陀
の
仲
裁
に
よ
り
平
穏
に
戻
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
好
色
閻
魔
歌

舞
記
』
で
は
、
同
じ
よ
う
に
閻
魔
大
王
に
よ
る
大
赦
を
設
定
し
た
上
で
、
ま
ず

は
物
故
後
地
獄
に
落
ち
た
役
者
達
に
芝
居
を
演
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は
二
人
の

尼
の
奪
還
や
、
葬
頭
川
の
姥
御
前
の
嫉
妬
を
晴
ら
す
た
め
、
七
三
郎
・
三
右
衛

門
の
指
揮
の
下
、役
者
達
に
源
平
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
上
の
武
者
役
を
配
し
、

『
小
夜
嵐
』
同
様
閻
魔
大
王
や
そ
の
眷
属
を
打
ち
負
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
『
小
夜
嵐
』
か
ら
の
改
変
と
い
う
点
で
は
、
古
今
の
役
者
、
そ
れ

も
五
十
名
の
評
判
・
イ
メ
ー
ジ
を
巧
み
に
生
か
し
な
が
ら
、『
小
夜
嵐
』
の
世
界

を
利
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
一
風
の
手
柄
が
あ
る
。
井
上
氏
に
よ
る
「
最
新
の
流

行
を
追
い
か
け
る
時
以
上
に
、
歌
舞
伎
や
役
者
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
な
ろ

う
。
長
年
に
わ
た
る
演
劇
情
報
を
活
か
し
、
趣
向
の
一
つ
と
し
た
点
で
、
本
作

（
筆
者
注
・
こ
こ
で
は
改
題
本
『
役
者
小
夜
衣
』）
に
注
目
し
て
お

一
二
）

き
た
い
」
と

の
評
価
も
う
な
づ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
閻
魔
王
の
尼
達
や
遊
女
達
へ
の
耽
溺
の
み
な
ら
ず
、『
小
夜
嵐
』で
は

目
立
た
な
い
葬
頭
川
の
姥
御
前
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
閻
魔
王
と
の
過
去
の
恋

愛
譚
を
作
り
上
げ
た
上
で
、
そ
の
破
綻
・
嫉
妬
か
ら
姥
御
前
自
ら
が
皇
后
に
な

り
か
わ
ろ
う
と
す
る
野
望
を
描
い
た
と
こ
ろ
に
も
、
書
名
の
「
好
色
」
性
を
確

保
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、『
小
夜
嵐
』の
記
述
を
そ
の
ま
ま
剽
窃
す
る
部
分
が
、
特
に
地

獄
そ
の
も
の
を
描
写
す
る
箇
所
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
翻
刻
10
丁

目
ウ
「
抑
ぢ
ご
く
の
あ
る
じ
ゑ
ん
ま
王
宮
と
申
は
」
以
下
は
、『
小
夜
嵐
』
一
の

一
○
○
以
降
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
13
丁
目
ウ
に
も
『
小
夜
嵐
』
一
の
二
か
ら

の
剽
窃
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
三
之
巻
以
降
（『
役
者
小
夜
衣
』
相
当

部
分
）
に
も
散
見
さ
れ
、『
小
夜
嵐
』
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
一
風
独
自
の
趣
向
を
凝

ら
し
た
箇
所
か
ら
、
行
文
も
含
め
て
大
き
く
『
小
夜
嵐
』
に
依
拠
し
て
い
る
箇

所
ま
で
、
そ
の
利
用
方
法
に
は
大
き
な
幅
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。『

好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
は
、
役
者
の
死
・
追
善
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
の
利
用
、

（

）
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新
旧
の
役
者
の
配
役
に
関
す
る
趣
向
の
よ
う
に
、
豊
富
な
演
劇
の
知
識
・
情
報

を
活
か
し
な
が
ら
「
新
」
小
夜
嵐
と
し
て
の
新
し
み
を
主
張
し
て
い
る
部
分
に
、

作
者
の
工
夫
を
看
取
で
き
る
。『
義
経
記
』（『
御
前
義
経
記
』）・『
曽
我
物
語
』

（『
寛
濶
曽
我
物
語
』）・『
平
家
物
語
』（『
風
流
今
平
家
』）等
周
知
の
古
典
を
好

色
化
・
現
代
化
に
よ
り
「
や
つ
す
」、
あ
る
い
は
『
新
色
五
巻
書
』・『
傾
城
武
道

桜
』・『
伊
達
髪
五
人
男
』
等
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
た
世
間
周
知
の
事
件
を
、
読

者
の
既
知
の
情
報
を
利
用
し
な
が
ら
「
や
つ
す
」
と
い
っ
た
一
風
の
手
法
は
、

本
作
に
お
い
て
も
『
小
夜
嵐
』
と
い
う
比
較
的
近
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
書
物

を
利
用
し
な
が
ら
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
典
拠
へ
の
安
易
な
依
拠
と
い
う
面
も
見

ら
れ
る
が
、
自
身
の
方
法
論
を
活
か
し
つ
つ
、
演
劇
利
用
に
長
じ
た
一
風
の
力

量
が
示
さ
れ
た
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注

一
）

長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
考
証
年
表
｜
宝
永
以
降
｜
』（
昭
和
五
九
、
青
裳
堂
書

店
）、
林
望
「
影
印
本
の
条
件
｜『
役
者
小
夜
衣
』
を
例
と
し
て
｜
」（『

早
稲

田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
国
書
篇
第
九
巻

浮
世
草
子
集
』月
報
、
昭
和
六
一
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
）。
一
風
作
『
風
流
三
国
志
』（
宝
永
五
年
刊
）
の
初
・
二

巻
の
内
題
・
尾
題
・
見
開
挿
絵
を
除
い
た
物
を
上
巻
、『
役
者
小
夜
（
狭
夜
）

衣
』
と
改
題
さ
れ
た
作
品
の
三
・
四
巻
を
中
巻
、
五
・
六
巻
を
下
巻
と
し
て
、

三
巻
三
冊
の
体
裁
を
と
る
。『
役
者
小
夜
衣
』
の
刊
記
は
「
享
保
二
年
丁
酉
正

月
吉
日
╱
大
坂
高
麗
橋
西
╱
油
屋
平
右
衛
門
板
」
と
な
っ
て
い
る
。

二
）

注

一
）前
掲
書
、
お
よ
び
、
再
版『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
平
成
三
、
桜
楓
社
）

三
）

井
上
和
人「
表
記
か
ら
見
た
一
風
浮
世
草
子
存
疑
作
｜
連
声
表
記
と
用
字
を
材

料
に
｜
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
七
三
、
平
成
一
九
）。

四
）

長
谷
川
前
掲

一
）お
よ
び

二
）。

五
）

同
前
。

六
）
『
寛
濶
曽
我
物
語
』
刊
記
に
「
大
坂
高
麗
橋
筋
西

油
屋

与
兵
衛

藤
七
良

開
板
」

と
あ
る
。
油
屋
平
右
衛
門
の
所
付
は
、『
女
重
宝
記
大
成
』（
宝
永
八
年
刊
）で

は
「
大
坂
高
麗
橋
筋
大
豆
葉
町
」
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
に
住
む
一
族
か
と
推

測
さ
れ
る
。

七
）

同
書
刊
記
に
は
、

大
坂
高
麗
橋
西

油
屋

与
兵
衛

同
名

板

安
上
平
右
衛
門
行

と
あ
る
。

八
）

鳥
越
文
蔵
『
元
禄
歌
舞
伎

』（
平
成
三
、
八
木
書
店
）
所
収
、
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
本
翻
刻
に
よ
る
。

九
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

第
一
巻
』（
昭
和
五
八
、
岩
波
書
店
）「
嵐
三
右
衛

門
」
の
項
目
解
説
で
は
、
寛
文
頃
上
演
で
、『
け
い
せ
い
小
夜
嵐
』
と
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
鳥
越
前
掲
（
八
）
所
収
「
第
四
部

元
禄
期
の
名
優
像
｜
大
坂

の
役
者
た
ち
｜
」
に
よ
れ
ば
、
寛
延
三
年
﹇
一
七
五
〇
﹈
刊
『
新
撰
古
今
役
者

大
全
』
以
前
に
見
出
せ
な
い
と
あ
る
が
、
元
禄
・
宝
永
頃
の
芝
居
好
き
に
は
周

知
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

一
〇
）

井
上
和
人
「『
役
者
小
夜
衣
』
小
考
｜
役
者
と
配
役
｜
」（『
近
世
文
芸
研
究

（
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と
評
論
』
五
七
、
平
成
一
一
）。

一
一
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

第
二
巻
』（
昭
和
五
九
、
岩
波
書
店
）「
雁
金
文

七
秋
の
霜
」（
横
山
正
執
筆
）
の
項
目
解
説
に
よ
る
。

一
二
）

井
上
前
掲
（
一
〇
）。

〔
付
記
〕
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
番
号
・
二
〇
五
二
〇
一
七

九
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
資
料
紹
介
〕
翻
刻

零
本

『
好
色
閻
魔
歌
舞
記
』
一
之
巻

（
凡
例
）

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
則
的
に
現
行
通
用
の
字
体
を
用
い
た
が
、
一
部
旧

字
体
を
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。

二
、
原
本
は
破
損
が
激
し
い
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
お
こ
な
っ
た
。

（
１
）

六
丁
目
ま
で
は
原
本
の
丁
付
通
り
漢
数
字
を
用
い
た
。
そ
れ
以
降
は

実
丁
数
と
し
て
算
用
数
字
を
用
い
、【

】
の
中
に
示
し
た
。
ま
た
、
７

丁
目
以
降
は
表
・
裏
の
移
り
ご
と
に
改
行
を
お
こ
な
っ
た
。

（
２
）

破
損
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
（

）
の
中
に
示
し
た
。
ま
た
、

か
け
て
い
る
字
数
が
推
測
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
□
で
字
数
分
を

示
し
た
。
ま
た
、
破
損
し
て
い
る
も
の
の
、
推
定
で
き
る
文
字
に
つ
い

て
は
﹇

﹈
で
括
っ
た
。

（
３
）

本
書
本
文
の
行
数
は
十
五
行
で
あ
る
た
め
、
行
数
が
推
定
で
き
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
①
、
②
・
・
・

、

の
よ
う
に
示
し
た
。

三
、
宛
字
・
誤
字
に
つ
い
て
は
原
本
の
ま
ま
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
。

好かう
色しよく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ふ
記き

序

夢ゆめ
路ぢ
の
駒こま
に
鞭ふち
を
討うち
。
あ
ゆ
む
に
ま
か
せ
。
行ゆく
末すへ
な
ん
と
や
ら
す
ま
ぬ
在ざい
所しよ
に

い
た
り
ぬ
。
来きた
れ
る
人
に
と
ふ
。
汝なんちし
ら
ず
や
生むま
る
ゝ
時とき
ぎ
や
つ
と
い
へ
ば
。

死し
し
て
爰こゝ
に
来く
る
。
所
か
は
れ
ば
品しな〴

〵〻
の
あ
い
さ
つ
。
め
つ
た
に
角かど
の
有
顔かほ
。

（

）
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ひ
た
い
に
は
牛うし
の
角つの
ご
と
き
も
の
。
眼まなこ
玉たま
鏡かゝみに
ひ
と
し
く
。
来く
る
も
〳
〵
す
は

だ
に
虎とら
の
革かは
の
ふ
ん
ど
し
。
是
地ぢ
獄ごく
の
鬼おに
た
り
。
縁えん
に
ひ
か
れ
生いき
た
る
鬼おに
を
見

る
目め
か
ぐ
は
な
有
べ
し
。
な
ん
と
此
（
一
オ
）
地
に
か
は
り
し
こ
と
な
き
や
と

と
ふ
。
答

云

こたへていはくや
が
て
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ふ
記き
は
じ
ま
る
。
見
よ
〳
〵
と
う
な
づ
く
。
是
か

は
つ
た
趣しゆ
興こう
に
も
あ
ら
ず
。
古
いにしへ小さ

夜よ
嵐あらしと
い
ふ
書しよ
有
を
見
ず
や
。
鬼おに
共
い
か
つ

て
汝なんぢも
閻ゑん
魔ま
だ
を
し
。
は
や
く
娑しや
婆ば
ゑ
さ
れ
。
活くはつ
〳
〵
と
い
ふ
か
と
思
へ
ば
。

我わか
が
住すむ
軒のき
の
雀すゝめか
し
ま
し
く
夢ゆめ
さ
め
た
り
。
冥めい
途と
の
芝しば
居い
見
ぬ
さ
き
。
閻ゑん
魔ま
歌か

舞ふ
記き
と
い
ふ
に
思
ひ
つ
ゐ
て
。
是
を
六
冊
に
す
る
こ
と
し
や
ほ
ん
ぼ
に

宝
永
六

○
冥めい
途ど
通かよひ之の
男
おとこ

吉
日

西
澤
氏

某
それかし

（
一
ウ
）

好かう
色しやく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ぶ
記き

一
之
巻

目もく
録ろく

○
新しん
小さ
夜よ
嵐
あらし

⃞一

六ろく
道だうの
辻つじ
通つ
夜や
物もの
語
かたり

一

愛あい
別べつ
離り
苦く
の
涙
なみだ

一

嵐あらしに
残のこ
る
髪かみ
切きり
女
おんな

一

中なか
村むら
の
里さと
ち
り
桜
さくら

一

鬼おに
の
目め
に
も
涙なみだ
川かは

▲

随ずい
黄わう
雷らい
天でん
鬼き
が
恋こい

ま
よ
ひ
の
渕ふち
や

き
の
ど
く
の
山
（
二
オ
）

⃞二

釈しやく
尊そん
追つゐ
善ぜん
歌か
舞ぶ
妓き

一

女をんな
心ごゝろの
殺せつ
生
しやう

一

地ぢ
獄ごく
の
棚たな
お
ろ
し

一

と
わ
ず
語がたりの
影かげ
言ごと

一

や
ぐ
ら
太たい
鼓こ
の
呼よぶ
子こ
鳥どり

一

さい
の
川
原
か
わ
ら

の
番ばん
付づけ

▲

妻つま
な
し
千ち
鳥どり

色いろ
に
よ
ま
る
ゝ
鬼おに
の
鼻はな
毛げ
（
二
ウ
）

好かう
色しよく
閻ゑん
魔ま
歌か
舞ぶ
記き

一

⃞一

六ろく
道たうの
辻つち
通つ
夜や
物もの
語
がたり

行ゆく
末すへ
し
ら
ぬ
浮うき
世よ
。
う
つ
り
か
は
れ
る
こ
そ
変へん
化くわ
の
常つね
と
思
ひ
な
が
ら
。
去こ
年ぞ

も
は
や
暮くれ
。
春はる
霞かすみの
朝あした
長
閑
の
と
か

に
。
四し
隣りん
の
梢こずへも
う
ご
き
よ
ろ
づ
温おん
和くわ
に
し
て
。

心
も
い
さ
ま
し
げ
な
る
こ
そ
う
れ
し
。
楽
たのしみの

有
里さと
を
の
が
れ
身
を
す
み
衣ころもに
な

し
。
願ねかひの
玉
の
を

も
切きれ
な
ん
程
に
仏ぶつ
名めう
と
な
へ
。
昔むかしの
有
様
を
も
わ
す
れ
。
無なき

人
の
た
め
諸しよ
国こく
あ
ん
ぎ
や
と
心
ざ
し
。
又
は
身
の
修しゆ
行きやうに
も
な
り
な
ん
と
。
さ

し
も
す
て
が
た
き
武む
蔵さし
野の
を
跡あと
に
見
の
こ
し
。
心
ざ
す
国くに
も
な
く
心
に
ま
か
せ

あ
ゆ
み
行ゆく
。
里さと
の
童わらは
咲さき
（
三
オ
）
乱みたれた
る
花
を
手
ご
と
に
折
も
ち
。
旅りよ
人しん
に
さ

し
つ
け
。
わ
ず
か
の
あ
た
へ
を
も
ら
つ
て
世
わ
た
る
も
や
さ
し
。
き
の
ふ
と
過すき

け
ふ
の
入
日
西せい
山さん
に
か
た
む
く
比
。
都
な
れ
や
東ひかし
山
の
ほ
と
り
。
六ろく
波は
羅ら
密みつ
寺し

と
名
に
高
き
観くわん
音をん
堂とう
を
お
が
み
。
六
道たう
の
辻つち
と
か
や
い
へ
る
所
に
も
ふ
て
ぬ
れ

ば
。
別わか
れ
し
人
に
逢あふ
と
き
く
。
鐘かね
か
う
〳
〵
と
な
る
も
つ
ね
な
ら
ず
哀
に
き
こ

（

）
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へ
。
有
し
こ
と
共
思
ひ
出
し
。
衣ころもの
袖
も
う
く
涙
川
。
渡わた
り
に
人
も
が
な
爰
の

こ
と
共
尋
ね
度
所
に
。
年とし
比ころ
三
十
み
そ
し

計
の
尼あま
衣
の
袖
を
し
ぼ
り
あ
げ
。
づ
た
の
袋
ふくろ

を
前
に
か
け
。
風ふ
呂ろ
敷しき
包つゝみう
し
ろ
に
お
ひ
。
手
に
は
す
げ
な
る
笠かさ
の
雫しつく。
か
は

く
ま
も
な
き
お
も
ざ
し
い
や
し
か
ら
ず
。
い
に
し
へ
よ
し
有
風ふ
情せい
。
お
な
し
く

爰
に
も
ふ
で
。
あ
て
な
き
か
た
を
念ねん
比ころ
に
は
い
し
け
れ
（
三
ウ
）
ば
。
前さき
な
る

尼あま
立
よ
り
そ
つ
じ
な
が
ら
尋
ね
度
こ
と
の
候
。
跡あと
成
人
の
申
せ
し
は
六
道
の
辻

と
計
に
て
。
く
は
し
き
こ
と
も
ぞ
ん
じ
ま
せ
ね
ば
。
そ
と
御
物
が
た
り
あ
れ
か

し
。
あ
れ
に
見
へ
た
る
堂とう
に
い
か
め
し
き
姿すかたの
見
へ
け
る
は
。
い
か
成
る
仏ほとけに

て
お
わ
し
け
る
ぞ
。
尼
聞
て
御
身
も
お
な
じ
尼あま
衣ころも。
同おなし
修しゆ
行きやうの
旅たひ
の
空そら
。
い
づ

く
を
そ
こ
と
さ
だ
め
ぬ
こ
そ
出しゆつ家け
な
れ
。
殊
に
当
地
は
じ
め
て
と
見
へ
た
り
。

ま
づ
あ
の
像さう
は
地ち
獄こく
の
あ
る
じ
ゑ
ん
ま
大
王
の
御
す
が
た
。
則
すなはち小お

野の
ゝ
篁
たかむらの

御

作さく
に
て
霊れい
現けん
あ
ら
た
に
ま
し
ま
す
。
ア
レ
ア
ノ
つ
り
鐘かね
を
。
六
道
の
か
ね
と
さ
し

て
。
毎まい
年ねん
七
月
な
き
た
ま
ま
つ
る
比
に
は
。
此
か
ね
を
つ
き
亡もふ
者じや
を
む
か
ひ
奉

る
。
誠
に
地
獄
極こく
楽らく
目もく
前せん
た
り
。
此
ゑ
ん
ま
王
に
願ねかいを
か
く
れ
ば
。
死し
し
て
わ

か
れ
し
人
に
あ
は
せ
ん
（
四
オ
）
と
の
。
ち
か
ひ
を
頼
に
も
ふ
ず
る
事
。
我
も

思
ひ
の
露つゆ
の
魂たま
。
わ
か
れ
し
人
の
俤
おもかけさ

ら
に
わ
す
る
ゝ
こ
と
な
く
。
夢ゆめ
現うつゝ
に
も

見
る
こ
と
な
し
。
さ
る
に
よ
つ
て
爰
に
も
ふ
で
。
な
き
人
の
姿すかた
今
一
度
見
せ
さ

せ
た
ま
へ
と
。
か
ん
た
ん
く
だ
き
け
ふ
み
つ
る
日
に
成
ぬ
。
か
た
じ
け
な
く
も

ゑ
ん
ま
王
は
。
本
地
地ち
蔵そう
菩ほ
薩さつ
の
け
し
ん
と
し
て
。
衆しゆ
生じやうさ
い
ど
を
の
へ
此
ご

と
く
御
身
を
変へん
じ
。
世
を
さ
り
し
亡もふ
人しん
の
善せん
悪あく
を
た
ゞ
し
給
ひ
。
世
に
有
人
の

見
せ
し
め
。
倶く
生しやう
臣じん
冥みやう
官くわん
其
外
あ
ま
た
の
け
ん
ぞ
く
。
前ぜん
後ご
を
し
ゆ
ご
す
鬼おに

と
い
ふ
は
こ
れ
な
り
。
娑しや
婆ば
に
て
悪あく
逆ぎやくに
ほ
こ
る
も
の
。
地
ご
く
に
い
た
り
鬼

の
手
に
わ
た
り
。
さ
ま
〴
〵
の
責せめ
を
う
く
る
。
又
善せん
心しん
た
れ
ば
極こく
楽らく
に
い
た
る
。

成じやう
仏ぶつ
す
る
こ
と
う
た
が
ひ
な
し
。
扨
見
申
せ
ば
と
し
若わか
。
殊
に
い
や
し
か
ら
ぬ

御
そ
だ
ち
。
人
を
も
（
四
ウ
）
ぐ
し
給
は
ず
。
只
壱
人
此
所
に
来
り
給
ふ
は
い

か
な
る
ゆ
へ
と
尋
け
れ
ば
。
か
の
尼
涙
を
な
が
し
情なさけ
有
人
に
行ゆき
あ
ひ
し
こ
そ
う

れ
し
。
今
は
何
を
か
つ
ゝ
ま
ん
。
み
づ
か
ら
は
江
戸
役やく
者しや
中
村
七
三
郎
が
思
ひ

も
の
。
つ
ま
の
七
三
郎
は
過すき
つ
る
春はる
世
を
さ
り
給
ひ
ぬ
。
我
も
友とも
に
と
な
げ
き

し
が
。
一
つ
家け
に
さ
ゑ
ら
れ
お
し
か
ら
ぬ
命いのちを
な
が
ら
ゑ
。
せ
め
て
御
跡あと
と
む
ら

い
ま
い
ら
せ
ん
と
か
ゝ
る
姿すかたと
也
。
な
じ
み
の
里さと
を
し
の
び
出
是
ま
て
ま
よ
ひ

来きた
り
ぬ
。
か
ね
〴
〵
き
ゝ
し
に
た
が
わ
ぬ
御
咄
。
は
る
〴
〵
き
ぬ
る
旅たび
の
空そら
。

仏ほとけの"

御
な
い
し
や
う
に
か
な
ひ
け
る
こ
そ
。う
れ
し
涙
の
よ
も
す
が
ら
我
も
仏

に
ね
が
ひ
を
か
け
。
哀あはれ
七
三
郎
殿
の
俤
おもかけな

り
と
見
ま
ほ
し
け
れ
。
又
御
身
の
う

へ
い
か
な
る
ゆ
へ
。
未いまたつ
ぼ
め
る
花
か
づ
ら
御
髪くし
お
ろ
さ
せ
給
ひ
し
ぞ
。
く
る

し
か
ら
ず
ば
御
も
の
が
た
り
あ
る
べ
し
。
か
の
尼あま
手
を
打
扨
は
左
様
（
五
オ
）

か
世
に
は
に
た
こ
と
の
有
つ
る
も
の
か
な
。
我
も
お
な
じ
恋こい
衣ころもき
つ
ゝ
な
れ
に

し
つ
ま
こ
そ
は
。
お
よ
そ
三
ケが
の
津つ
に
か
く
れ
な
き
嵐
三
右
衛
門
と
て
。
草くさ
も

木
も
ふ
く
に
な
び
か
ぬ
人
も
な
く
。
又
有ある
間ま
敷しき
諸しよ
芸けい
の
達たつ
人じん
。
ぬ
し
有
袖そで
と
し

り
な
が
ら
。
人
め
し
の
ぶ
の
通かよい路ぢ
に
も
る
人
も
な
き
し
の
び
づ
ま
。
お
な
い
ぎ

様
が
二
世
な
れ
ば
我
は
三
世
の
諸しよ
仏ふつ
を
か
け
。
か
は
る
な
か
は
る
ま
ひ
と
。
よ

い
中
た
へ
て
つ
ゐ
に
行ゆく
無む
。
常じやうの
あ
ら
し
と
成
給
ひ
ぬ
。
め
い
ど
か
う
せ
ん
の

旅たひ
に
只
ひ
と
り
。
あ
ゆ
み
な
ら
わ
ぬ
死し
出て
の
道みち
。
手
に
手
を
取
て
ゆ
か
ん
こ
と

を
な
げ
き
し
に
。
ま
ゝ
な
ら
ぬ
世
に
ぜ
ひ
な
く
。
ひ
と
り
の
母
の
な
げ
き
に
ま

よ
ひ
。
か
は
せ
し
む
つ
言こと
の
あ
だ
成
け
る
も
か
な
し
。
か
ゝ
る
す
が
た
と
な
る

（

）
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か
ら
は
行ゆき
つ
き
し
だ
い
な
り
し
だ
い
。
野の
に
ふ
し
山
を
す
み
か
と
し
。
此
五いつ
と

せ
の
春はる
を
く
ら
し
今
爰こゝ
に
き
た
り
。（
五
ウ
）年
比
の
な
つ
か
し
さ
を
此
ゑ
ん
ま

王
に
申
こ
め
。
ぜ
ひ
に
あ
ふ
せ
の
浪なみ
枕まくらな
ら
ぶ
る
こ
と
は
片かた
糸いと
の
。
み
だ
れ
心

を
と
ひ
て
た
べ
と
。
近ちか
比ころ
む
り
な
願ねかいを
か
け
。
こ
よ
ひ
は
爰
に
草くさ
枕まくら
衣ころもか
た
し

く
あ
か
し
な
ん
。
思
ひ
も
お
な
じ
思
ひ
人
。
ほ
ま
れ
も
お
な
じ
役やく
者しや
。
二
と
も

さ
が
ら
ぬ
嵐あらし
中
村
。
つ
ま
と
〳
〵
を
か
さ
ね
お
な
じ
御み
法のり
の
友とも
念ね
仏ふつ
。
南
無
阿

み
だ
仏
の
か
ね
の
か
ず
七
つ
と
き
ゝ
な
し
。
夢ゆめ
む
す
ば
ん
と
思
ふ
比
。
い
づ
く

と
も
な
く
赤しやく
白ひやくの
鬼おに
。
で
ん
ち
う
羽は
織をり
に
は
か
ま
の
も
ゝ
立
取
。
二
本
刀かたなの
さ

し
こ
な
し
。
壱
人
は
高かう
札さつ
を
か
た
け
。
今
壱
人
は
奉ふ
行きやう
役やく
。
頭つ
を
ふ
り
ま
は
し

い
か
め
し
げ
に
来
る
。
二
人
の
尼あま
生いき
た
る
心
地
な
く
わ
ぢ
〳
〵
わ
な
〳
〵
ふ
る

ひ
。
こ
れ
正しやう
身じん
の
鬼
。
爰
に
来
る
は
我
〳
〵
を
含ぶく
せ
ん
と
の
心
か
。
又
か
な
は

ざ
る
ね
が
ひ
を
に
く
み
。
冥めい
途と
の
つ
か
い
と
お
ぼ
へ
た
り
。
何
と
ぞ
此
ば
を
の

が
れ
（
六
オ
）

挿
絵
第
一
図
（
六
ウ
）

（【
７
丁
目
オ
・
ウ
全
体
破
】）

①
め
し
様
子
（
こ
の
行
以
下
破
）

②
め
見
の
が
（
こ
の
行
以
下
破
）

③
に

（
こ
の
丁
オ
以
下
破
）（【
８
丁
目
オ
】）

は
天
上
人にん
間けん
は
い
ふ
に
お
よ
は
﹇
す
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

非ひ
情じやうの
草さう
木もく

だ
に
。
仏ぶつ
恩をん
う
け
ざ
る
も
の
（
こ
の
行
以
下
破
）

無む
仏ふつ
世
界かい
預よ
弥み
国こく
地ち
獄こく

の
あ
る
じ
閻ゑん
﹇
魔
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

仏ぶつ
恩をん
追つゐ
善せん
供く
養やう
の
た
め
罪ざい
人にん
﹇
共

を
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

涅ね
盤はん
の
日
を
中なか
に
取
前ぜん
後ご
七
﹇
日
﹈（
こ
の
丁
ウ

以
下
破
）（【
８
丁
目
ウ
】）

や
め
ら
れ
。
罪さい
人にん
共
心
の
。
こ
と
く
な
ぐ
さ
む
べ
き
む
ね
。
中
に
も
三
ケ
の
津つ

の
役やく
者しや
を
あ
つ
め
。
さ
い
の
か
は
ら
に
芝しば
居い
を
た
て
。
歌か
舞ぶ
記き
狂きやう
言げん
を
は
じ
め

ら
る
ゝ
こ
と
。
う
と
ふ
も
ま
ふ
も
法のり
の
声こへ
此
ゑ
ん
に
ひ
か
れ
。
浅あさ
ま
し
き
亡もふ
人じん

の
心
を
い
さ
ま
し
め
給
ふ
も
。
是
大
﹇
王
﹈
の
御
慈し
悲ひ
た
り
。
二
月
十
五
日
一

日
を
か
ぎ
り
名めい
人しん
た
る
芸けい
者しや
を
あ
つ
め
。
則
ゑ
ん
王
座
本
と
し
。
□
□
の
花
を

ふ
ら
し
。
思
ひ
〳
〵
心
〻
行ゆき
た
い
所
﹇
見
た
﹈
い
所
。
心
の
ま
ゝ
あ
そ
ぶ
べ
き

と
の
御
ふ
れ
。
我
ゝ
両
人
う
け
給
は
る
。
又
此
札ふた
は
役
者
付
殊
に
嵐
中
村
を
立たて

物もの
と
し
。
巻くわん
頭とう
巻くわん
幅じく
に
か
け
り
。
さ
ほ
ど
両
人
な
つ
か
し
く
ば
我
ゝ
が
の
ぞ
み

を
か
な
へ
給
へ
。
し
か
ら
ば
﹇
芝しば
居い
﹈
□
□
﹇
見けん
物ふつ
﹈
さ
せ
。
又
恋
し
き
人
に

も
あ
（
此
丁
オ
以
下
破
）（【
９
丁
目
オ
】）

（
冒
頭
二
行
破
）
わ
か
れ
□
□
□
□
せ
ん
と
は
い
か
な
る
﹇
袖
﹈
□
□
□
□
□

其
御
詞ことばの
い
つ
わ
り
な
く
ば
。
此
身
は
と
ん
と
□
□
□
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
候

と
。
も
つ
れ
も
た
る
ゝ
し
か
け
も
の
。
鬼おに
の
目
に
さ
へ
涙なみた
川
わ
た
り
に
舟
と
よ

ろ
こ
び
。
し
か
ら
ば
爰
を
ふ
た
り
ね
の
。
枕まくらを
今
と
だ
き
つ
か
れ
。
冥めい
途と
の
人

は
心
み
ぢ
か
し
。
惣
じ
て
枕
﹇
か
﹈
は
す
に
は
た
が
い
の
心
み
だ
れ
髪かみ
。
の
ば

し
て
そ
し
て
□
後のち
は
。
い
ふ
に
い
は
れ
ぬ
思
ひ
草くさ
。
根ね
か
ら
葉は
か
ら
ち
こ
く
ゑ

な
り
と
つ
れ
給
へ
。
こ
れ
で
も
い
や
か
と
手
を
と
﹇
ら
﹈
れ
。
二
人
の
鬼おに
共
腰こし

を
ぬ
か
し
。
わ
に
口くち
よ
り
よ
だ
れ
を
な
が
し
。
な
ん
の
因いん
果くわ
に
鬼
と
な
り
ち
ご

く
の
す
ま
い
を
す
る
こ
と
ぞ
。
お
な
じ
浮うき
世よ
に
す
む
な
ら
ば
し
や
ば
せ
か
い
こ

そ
う
ら
や
ま
し
。
は
や
と
く
来きた
れ
と
夕
間
ぐ
れ
（【
９
丁
目
ウ
】）

雲くも
の
う
き
は
し
夢ゆめ
現うつゝ
。
わ
た
り
〳
〵
て
べ
う
〳
〵
た
る
川
原
に
こ
そ
は
着つき
た
り

ぬ
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⃞二

地ぢ
獄ごく
の
棚たな
お
ろ
し

雲くも
の
あ
し
は
や
く
。
吹ふき
み
だ
れ
た
る
木こ
の
葉は
の
ご
と
く
こ
ち
ふ
く
風
血ち
な
ま
ぐ

さ
く
。か
う
〳
〵
た
る
所
に
大だい
河が
有
爰
は
い
づ
く
と
尋
ね
け
れ
ば
。二
人
□﹇
鬼
﹈

こ
た
へ
是
な
ん
三
津つ
瀬せ
川
と
い
ゑ
り
あ
れ
川
ば
た
に
芝しば
居い
興こう
行きやうの
札ふた
有
。
立
よ

り
一
つ
〳
〵
よ
み
お
は
り
二
人
涙
を
な
が
し
。
先さき
立
給
ひ
し
役やく
者しや
衆
あ
ま
た
の

中
に
。
御
身
と
わ
が
つ
ま
殊
に
す
ぐ
れ
筆ふで
ぶ
と
に
か
ゝ
れ
た
り
。
此
ご
と
く
名めい

人じん
よ
り
合
な
ば
。
役やく
ま
わ
ら
ず
し
て
狂きやう
言けん
の
出て
来き
ば
見
へ
ず
。
あ
□
□
□
な
か

ら
ん
と
い
へ
ば
。
雷らい
天てん
鬼き
い
は
く
。
□
□
□
□
□
□
あ
ら
ば
相さふ
応をふ
の
役
わ
り
な

る
べ
け
□
□
□
□
□
□
□
（【
10
丁
目
オ
】）

殊
に
あ
て
め
を
取
。
来らい
年ねん
又
外ほか
の
□
□
□
□
□
□
身
に
も
あ
ら
ね
ば
。
小
詰つめ
役

も
つ
□
□
□
□
□
り
や
う
け
ん
よ
り
談たん
合かう
き
は
ま
り
。
ワ
キ
狂
□
□
□
立
此
衆

へ
の
役やく
わ
り
。
な
ん
と
地ぢ
獄ごく
の
手
び
ろ
さ
。
神しん
武む
此
か
た
か
様
の
し
ば
い
見
た

こ
と
あ
る
ま
じ
。
そ
ち
立
は
仕
合
。
恋
ゆ
へ
な
れ
ば
こ
そ
な
ら
ぬ
所
を
見
せ
も

す
れ
。
か
な
ら
ず
ね
物
語
を
わ
す
れ
ま
い
と
口
か
た
め
る
も
お
か
し
。
二
人
の

尼あま
心
の
内うち
に
は
お
か
し
﹇
か
﹈
り
し
が
。
今
な
ん
の
か
の
と
い
は
ゞ
い
か
な
る

う
き
め
か
見
ん
。
□
に
か
く
恋
し
き
人
に
あ
ふ
こ
そ
う
れ
し
。
何
事
も
□
で
し

ま
へ
と
う
な
づ
き
あ
い
。
ハ
テ
く
ど
い
さ
う
で
な
ふ
て
は
。
扨
又
ち
ご
く
と
い
ふ

は
い
か
な
る
所
を
さ
し
て
申
ぞ
我
ゝ
が
つ
ま
な
ど
い
づ
く
に
か
お
わ
し
ま
す
。

随すい
黄わう
聞きゝ
と
て
も
の
こ
と
に
か
た
つ
て
き
か
せ
ん
。そ

も
〳
〵

抑

ぢ
ご
く
の
あ
る
じ
ゑ
ん

ま
王わう
宮くう
と
申
は
。
人にん
間けん
の
地ち
よ
り
五
百
ゆ

繕ぜん
（【
10
丁
目
ウ
】）

那な
を
へ
だ
て
。
無む
仏ぶつ
世せ
界かい
預よ
弥み
国こく
の
中ちう
央わう
に
あ
た
れ
り
。
皇くわう
居きよ
よ
り
東ひかしに
あ
た

り
剣つるぎの
山
あ
り
。
う
し
と
ら
の
方
に
八
大
地ち
獄こく
有
。
う
た
つ
の
か
た
に
死し
出で
の

山
八はつ
苦く
堂とう
有
。
た
つ
み
よ
り
い
ぬ
い
の
間
に
川
有
。
こ
れ
を
葬さう
頭づ
川
と
い
ゑ
り
。

な
が
る
ゝ
末すへ
は
無む
辺へん
の
海うみ
蒼さう
海かい
に
つ
ゞ
く
。
城じやうの
う
し
ろ
に
霞かすみが
だ
け
。
山やま
彦ひこ

谷たに
を
へ
だ
て
左
の
か
た
に
わ
し
が
□﹇
け
﹈。
右
の
か
た
に
い
そ
ろ
い
山
。
前まへ
は

剛がう
餓が
藍らん
と
﹇
い
﹈
ふ
平へう
〳
〵
た
る
陸くか
地ぢ
。
お
よ
そ
十
万
八
千
里
の
間
に
。
十
王

住ぢう
城じやうを
か
ま
へ
。
一
億をく
九
万
九
千
五
百
の
眷けん
属ぞく
か
し
つ
き
。
所
〻
を
諸しよ
王わう
の
領
りやう

地ち
と
さ
だ
め
せ
い
た
う
を
た
く
し
給
ふ
。
中
に
も
ゑ
ん
ま
大
王
は
十
王
の
一
と

な
し
。
□
□
界かい
の
中ちう
央わう
に
帝てい
都と
を
し
め
預よ
弥み
国こく
□
□
□
□
と
う
や
も
ふ
。
城じやう
内ない

二
百
八
十
余よ
里
。
皇くわう
﹇
居きよ
﹈
□
□
□
□
四し
方はう
に
つ
い
じ
外そと
に
七なゝ
重え
の
堀ほり
。
□
□

□
□
□
（【
11
丁
目
オ
】）

も
つ
て
高
さ
三
十
丈しやうに
つ
き
あ
げ
□
□
□
□
□
重ちう
鉄てつ
の
や
ぐ
ら
。
八
方
に
く
ろ

が
ね
の
□
□
□
□
宮くう
殿てん
の
数かす
六
十
四
殿てん
増そう
舎しや
は
数
を
﹇
し
﹈
□
□
楼ろう
閣がく
中ちう
有
雲うん

殉しゆん
殿てん
と
号がう
す
。
高かう

ろ
□楼

有
□
高
さ
中
ば
に
雲くも
を
ま
き
。
日
月
手
に
取
ば
か
り
な
れ

ば
天てん
等とう
閣かく
共
い
ゑ
り
。
余よ
方ほう
の
け
い
も
ん
四
は
ん
に
ひ
ゞ
き
。
庭てい
上しやう籬り
中ちう
か
く

や
く
た
り
。
地
に
は
こ
が
ね
の
い
さ
ご
を
ま
き
。
ち
ま
た
に
銀きん﹇
屑しやう﹈
を
し
き
。

純しゆん
金きん
の
き
さ
は
し
瑪め
瑙なふ
の
は
し
ら
。さ
□
□
の
ゆ
き
げ
た
す
い
し
や
う
の
戸
び

ら
。
瑠る
璃り
の
し
と
み
琥こ
珀はく
の
う
つ
ば
り
。
鳳ほう
の
瓦かはらは
五こ
色しき
に
か
ゝ
や
き
。
宮きう
殿てん

軒のき
を
な
ら
べ
ろ
う
か
く
つ
ま
を
か
さ
ね
た
り
。
遠とう
山
に
の
こ
る
雪ゆき
。
霞かすみな
が
ら

に
風ふく
吹ふけ
ば
軒のき
ば
の
梅
の
さ
き
に
ほ
ひ
。
う
ぐ
ひ
す
の
声こゑ
め
づ
ら
し
き
初はつ
桜さくら。
松

か
げ
に
見
る
突つき
山
よ
り
（【
11
丁
目
ウ
】）

な
が
る
ゝ
滝たき
の
水
さ
ゐ
〳
〵
と
し
て
又
し
づ
か
な
り
わ
た
せ
る
か
け
は
し
は
玉

を
つ
ら
ぬ
き
こ
が
ね
を
の
べ
。
池ち
水すい
に
う
か
ふ
竜りう
か

は
。
七
宝ほう
を
ち
り
ば
め
錦
にしき

を
か
ざ
り
。
平へい
砂さ
に
あ
そ
ぶ
雁かり
金かね
。
芦あし
辺べ
を
わ
く
る
む
ら
鷺さき
。
手
が
い
の
鶴つる
の
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羽は
を
や
す
め
。
む
れ
ゐ
る
つ
ば
さ
爰
か
し
こ
。
右
に
孔く
雀しやく
舞まい
あ
そ
べ
ば
。
鴛ゑん
鴦わう

ね
む
り
を
さ
ま
す
気け
色しき
。﹇
娑しや
﹈婆ば
に
て
い
か
な
れ
ば
と
て
か
ゝ
る
所
や
あ
ら
ん
。

な
ん
と
け
つ
か
う
な
る
地
に
て
は
な
き
や
と
か
た
り
け
れ
ば
。
尼あま
う
な
づ
き
。

き
ゝ
し
に
ま
さ
る
霊れい
地ち
見
る
よ
り
ま
し
の
物
が
た
り
。
扨
此
所
を
地ち
獄こく
と
い
ゝ

又
十
王
の
御
こ
と
。

ニ
冥めう
官くわん倶く
生しやう。
其
外
獄ごく
卒そつ
昼ちう
夜や
何
﹇
を
﹈
し
て
く
ら
さ

る
ゝ
。
時
に
雷らい
天てん
鬼き
い
は
く
。
お
□
□
□
と
ひ
ご
と
。
か
た
し
け
な
く
も
ぢ
ご

く
と
い
ふ
□
□
□
□
出
世
の
時
。
九
億をく
の
衆しゆ
生じやう
有
。
三
億をく
□
□
□
□
□【
12
丁

目
オ
】

挿
絵
第
二
図
（【
12
丁
目
ウ
】）

挿
絵
第
三
図
（【
13
丁
目
オ
】）

あ
ひ
奉
る
こ
れ
を
見けん
仏ふつ
と
い
ゑ
り
□
□
□
□
□
□
生
は
。
仏ほとけ
世
に
出
給
ふ
こ
と

を
き
く
是
聞もん
﹇
法
﹈
□
□
□
の
こ
る
三
億をく
の
衆
生
は
仏ほとけの
御み
名な
さ
へ
き
□
□
□

宿しゆく。
習しう
の
つ
た
な
き
も
の
也
。
釈しやく
尊そん
い
ま
だ
ぐ
ど
□
比び
丘く
と
申
せ
し
時
。
御
母

摩ま
那や
夫ふ
人にん
の
御こ
霊れひ
魂こん
尋
給
は
ん
た
め
。
広くわう
泉せん
中ちう
有らう
に
た
び
立
給
ふ
。
其
時
御
身

よ
り
光かう
明めう
を
は
な
ち
。此
世
界かい
を
御
ら
ん
じ
け
れ
ど
も
。寂じやく
寞まく
無む
人しん
声しやうに
し
て
。

﹇
辺へん
際ざい
﹈
も
な
か
り
け
れ
ば
な
か
り
け
れ
ば
不
動とう
明めう
王
を
め
し
。
今
﹇
し
□
ば
﹈

の
衆
生
十
九
劫かう
な
れ
ば
。
世
す
へ
に
な
り
□
□
□
ね
が
は
す
。
神しん
明めい
を
た
つ
と

ま
ず
。
お
や
に﹇

か
□孝

﹈□
□
主しう
に
忠ちう
な
く
じ
ひ
た
へ
た
り
。
只
邪しや
見けん
ほ
う
い﹇
つ
﹈

□
し
。
悪あく
道たう
に
随だ
在さい
し
。
極こく
楽らく
へ
行
も
の
な
し
。
然
間
此
所
に
ぢ
ご
く
を
か
ま

へ
あ
る
じ
を
さ
だ
め
。
し
や
ば
よ
り
来
れ
る
亡もふ
人じん
共
の
善せん
悪あく
を
た
ゞ
し
。
悪
人

は
（【
13
丁
目
ウ
】）

①
□
□
□
致
べ
き
む
ね
□
□
□
ば
。
明めう
王わう
う
け
②
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
を
め
さ
□
（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
14
丁
目
オ
】）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
﹇
ゑ
﹈
ん
ま

□
□
か
た
る
も
□
□

□
□
□
□
□
。
皇かう
后くう
は
□
（【
14
丁
目
ウ
】）

①
□
□
﹇
数す
﹈
百
人
の
お
妾てかけ
御
れ
ん
ち
う
に
な
み
ゐ
。
②
□
□
□
□
□
の
ひ
。

或
は
御
湯ゆ
殿との
間ま
。
腰こし
□
③
□
□
□
□
□
□
□
入
と
（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
15
丁

目
オ
】）

□
□
□
□
□
□
□
め
て
﹇
褒
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

□
□
□
□
□
る
ゝ
時
の

返へん
答とう
に
は﹇
我
﹈ら
は
坂
□

□
□
守
金
平
が
妾てかけと
申
さ
る
べ
し
。
然
は
何（【
15

丁
目
ウ
】）

①
事
も
あ
ら
し
其
ゆ
へ
は
。
過
し
比
坂
田
の
金
平
頓とん
②
死し
の
節せつ
此
地
に
来
る
。

外ほか
の
罪さい
人にん
同
前
に
思
③
ひ
の
外

兵
つはものに

て
。ぢ
ご
く
の
東かう
門もん
□
□
□
□
□
の
④
□

□
﹇
乱みたれ﹈
入
。
既すて
に
御
命いのちの
（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
16
丁
目
オ
】）

□
□
二
月
十
五
日
於おいてさい
の
□
□
□
□
□

狂
言
興
行
す
る
も
の
也

○
太
夫
本

極こく
楽らくの
能のふ
化け
地ち
蔵そう
菩ぼ
薩さつ

○
座
本

預よ
弥み
国

印

こくのあるし
閻ゑん
魔ま
大たい
王わう
（【
16
丁
目
オ
】）

付
タ
リ

し
ぐ
み
は
し
や
ば
て
見
た
と
を
り

冥めい
途ど
世せ
話は
狂きやう
言けん
七なゝ
ツ
道たう
具ぐ

ニ

死し
出
の
旅たひ
役
者
（
こ
の
行
以
下
破
）

第
一

樽たる
屋

一
（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
17
丁
目
オ
】）

挿
絵
第
四
図
（【
17
丁
目
ウ
】）
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挿
絵
第
五
図
（【
18
丁
目
オ
】）

（
こ
の
丁
ウ
こ
こ
ま
で
破
）

一

今
市
﹇
善
右
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

一

み
の
や
平
左
衛
門
（
こ
の
行
以
下
破
）

し
や
ば
も
め
い
ど
も
同
役

第
四

雁かり
金かね
文
七
（
こ
の
行
以
下
破
）

し
や
ば
も
め
い
ど
も
同
役

一

か
り
が
ね
文
七

立
役

染
﹇
川
﹈（
こ
の
行
以
下
破

【
18
丁
目
ウ
】）

一

か
み
な
り
庄
九
郎

敵
役

﹇
大
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

一

こ
く
ゐ
ん
千
右
衛
門

小
詰

（
こ
の
行
以
下
破
）

一

ほ
て
市
右
衛
門
（
こ
の
行
以
下
破
）

一

あ
ん
﹇
の
﹈（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
19
丁
目
オ
】）

（
こ
の
丁
ウ
こ
こ
ま
で
破
）

ぬ
い
（
こ
の
行
以
下
破
）

一

同

そ
で

同

﹇
吉
﹈（
こ
の
行
以
下
破

【
19
丁
目
ウ
】）

一

あ
ぶ
ら
や
九
平
次

敵
役

小
野
﹇
川
﹈（
こ
の
行
以
下
破
）

一

下
人

長
蔵

若
衆
方

（
こ
の
行
以
下
破
）

大
切
十しつ
方ほう
世せ
界かい
念ねん
仏ぶつ
（
こ
の
丁
オ
以
下
破
【
20
丁
目
オ
】）

（
こ
の
丁
ウ
こ
こ
ま
で
破
）

好
色
ゑ
ん
ま
か
ぶ
き
（
こ
の
丁
以
下
破
【
20
丁
目
ウ
】）
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A Preliminary Study on Koshoku Enma Kabuki

 

SUGIMOTO Kazuhiro

 

This brief article focuses on the first volume of Koshoku Enma Kabuki (1709)written by
 

Nishizawa Ippuu. The work comprises six volumes and the first volume was newly found.

This volume tells us that the author is truly Nishizawa Ippuu and that the original title of the
 

work which is usually known as Yakusha Sayogoromo (1717) is actually Koshoku Enma
 

Kabuki.

The volume has the following three characteristics:an anticipation for the first Nakamura
 

Shichisaburou’s first anniversary of his death,a device in which many dead players portray
 

roles in hell,and a story based on the battle between the Great King Yama and many dead
 

samurais in Sayoarashi (1698).

This paper provides bibliographic information on the volume and focuses on its use of
 

kabuki and Sayoarashi. A transcript of the volume is presented in the final section.

― ―114


